
平成21年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

平成21年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

修正の理由 
１．連結業績 

  第3四半期以後、世界及び日本の実態経済の悪化により、経済情勢は極めて厳しい状況となりました。このような情勢のなかで、当社
グループは、個別業績の利益面に関しましては、営業力強化や原価低減等を積極的に推進しました結果、下記の理由により当初の計画
を上回る見込であります。しかしながら、連結業績に関しましては、連結子会社（EPE株式会社並びにEPE Thailand Co.,LTD.）で取り組んで
まいりました、新規分野の液晶テレビ用冷陰極管電極をはじめ、デジタルカメラ、携帯電話、自動車部品用プレス部品の受注が、世界経
済悪化の影響により、大幅に減少する見込であります。変動費の低減や、固定費の削減を徹底いたしましたが、売上高の減少を補うまで
には至らないと予想され、営業利益と経常利益および当期純利益は予想を下回る予定であります。 
２．個別業績 
  駐車場関連事業は、ガソリン価格が下げ基調となったものの、景気の悪化による車両の使用抑制等で直営駐車場の稼働率は、年度
当初より下回っており十分な収益はでておりません。しかしながら、営業力強化や原価低減等（粗利率改善）を積極的に推進しました結
果、当初の計画は達成できる見込であります。また、電子機器部品事業のうち、電子機器は取引先の設備投資抑制や生産調整などの影
響を受け、売上高・営業利益共に計画を下回る予定でありますが、電子精密部品はソケット・コネクタ等が第４四半期は経済悪化の影響
により予定を下回るものの、第3四半期までが好調であったことにより当初の年度計画は達成出来る見込であります。その結果、売上高
は計画を下回る予定でありますが、変動費の低減や、固定費の削減等を積極的に推進しました結果、営業利益と経常利益および当期純
利益は予想を上回る見込であります。 
 
（注）上記の予想は、本資料発表時現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績等は、今後の様々な要因
により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性があります。  
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成20年11月13日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 8,000 260 200 120 14.95

今回発表予想(B) 6,450 160 60 10 1.24

増減額(B-A) △1,550 △100 △140 △110 ―――

増減率(%) △19.4 △38.5 △70.0 △91.7 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

8,328 314 239 △377 △47.07

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 5,700 140 80 50 6.22

今回発表予想(B) 5,200 160 110 80 9.95

増減額(B-A) △500 20 30 30 ―――

増減率(%) △8.8 14.3 37.5 60.0 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

5,677 126 50 △483 △60.24


